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小
委
員
会
で
の
審
議
が
進
行
中

『
新
市
建
設
計
画
』の

原
案
作
成
に
向
け
て

▲6月10日にサンアリーナ内で開催した第2回小委員会

伊
勢
市
・
二
見
町
・
小
俣

町
・
御
薗
村
の
４
市
町
村
は
、

合
併
を
行
政
効
率
化
の
手
段

と
し
て
と
ら
え
、
更
な
る
基

盤
強
化
と
住
民
の
福
祉
向
上

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
具
体
的
な
推
進
施

策
を
ま
と
め
た
も
の
が
「
新

市
建
設
計
画
」
で
す
。
こ
れ

は
、
新
市
の
一
体
性
の
確
保

や
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り
、

新
市
発
足
に
際
し
て
も
非
常

に
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

現
在
、
協
議
会
委
員
の
中

の
学
識
者
（
４
号
委
員
）
11

名
で
構
成
す
る
新
市
建
設
計

画
作
成
小
委
員
会
が
、
そ
の

原
案
の
作
成
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。

■
小
委
員
会
委
員
（
敬
称
略
）

櫻
井　

治
男
（
委
員
長
・

皇
學
館
大
学
教
授
）

岩
崎　

恭
典
（
副
委
員

長
・
四
日
市
大
学
教
授
）

山
崎　
　

智
（
伊
勢
市
）

前
田
世
利
子
（
伊
勢
市
）

中
村　

基
記
（
伊
勢
市
）

八
木　

直
己
（
二
見
町
）

奥
野　

雅
則
（
二
見
町
）

松
家
香
代
子
（
小
俣
町
）

小
久
保　

勇
（
小
俣
町
）

大
西　

勝
洋
（
御
薗
村
）

中
村　
　

正
（
御
薗
村
）

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
任

意
合
併
協
議
会
で
作
成
し
た

「
新
市
将
来
構
想
」
を
ベ
ー

ス
に
、
そ
こ
に
記
述
さ
れ
た

新
市
の
将
来
像
や
理
念
、
政

策
等
を
勘
案
し
な
が
ら
ま
と

め
る
こ
と
と
し
、
新
市
の
理

念
に
合
致
す
る
４
市
町
村
の

事
業
や
新
市
の
財
政
計
画
等

も
盛
り
込
ん
で
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

５
月
27
日
に
第
１
回
の
小

委
員
会
を
開
催
し
、
そ
れ
以

降
、
協
議
会
の
開
催
に
合
わ

せ
て
毎
月
２
回
の
ペ
ー
ス
で

検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
小
委
員
会
で
作

成
し
た
原
案
は
、
８
月
ご
ろ

に
協
議
会
に
提
案
し
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
た
後
、
正
式
に
「
新
市

建
設
計
画
」
と
し
て
協
議
会

で
決
定
し
ま
す
。
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▲6月24日の第4回協議会であいさつする加藤光徳会長

伊
勢
地
区
合
併
協
議
会
は
、
５
月
27
日
に
第
２
回
協
議

会
を
開
催
し
、
新
会
長
に
は
加
藤
光
徳
伊
勢
市
長
が
就
任

し
ま
し
た
。
以
降
、
毎
月
２
回
の
ペ
ー
ス
で
協
議
を
重
ね

て
い
ま
す
。「
合
併
の
方
式
」
や
「
合
併
の
期
日
」、「
新

市
の
名
称
」
と
い
っ
た
合
併
協
定
項
目
の
本
格
的
な
協
議

も
始
ま
り
、
新
市
の
方
向
性
も
定
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
第
２
回
、
第
３
回
、
第
４
回
の
協
議
会
の
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

５
月
27
日
、
第
２
回
協
議

会
を
伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
「
い
せ
ト
ピ
ア
」
で
開

催
し
ま
し
た
。
決
算
等
に
関

す
る
報
告
事
項
３
件
と
審
議

事
項
１
件
は
、
す
べ
て
原
案

通
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

合
併
協
定
項
目
の
提
案
事
項

９
件
は
、
次
々
回
の
協
議
会

で
審
議
し
ま
す
。

今
回
、
協
議
会
会
長
に
異

動
が
あ
り
、
４
月
の
伊
勢
市

長
選
挙
で
当
選
し
た
加
藤
光

徳
市
長
が
新
た
に
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
。
開
会
に
当
た

り
、
加
藤
新
会
長
は
、「
去
る

５
月
13
日
に
伊
勢
市
長
に
就

任
し
て
以
降
、
初
め
て
の
合

併
協
議
会
で
す
が
、
今
日
ま

で
積
み
重
ね
て
い
た
だ
い
た

協
議
を
十
分
尊
重
し
、
４
市

町
村
の
合
併
成
就
に
向
け
て

最
大
限
の
努
力
を
傾
注
す
る

決
意
で
す
。
今
回
の
合
併
で

は
、
新
た
な
時
代
に
対
応
し

た
ま
ち
づ
く
り
計
画
や
行
財

政
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
地

域
の
皆
様
の
更
な
る
幸
せ
に

つ
な
が
る
よ
う
、
力
一
杯
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。」
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

■
委
員
の
異
動

１
号
委
員
（
市
町
村
長
）
と

２
号
委
員
（
市
町
村
議
会
議

長
）
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

４
月
に
二
見
町
と
伊
勢
市

で
任
期
満
了
に
伴
う
町
長
・

市
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
５
月
17
日

に
開
催
し
た
市
町
村
長
会
議

で
、
水
谷
光
男
前
伊
勢
市
長

に
代
わ
っ
て
加
藤
光
徳
市
長

を
会
長
に
、
無
投
票
で
再
当

選
し
た
辻
三
千
宣
二
見
町
長

を
引
き
続
い
て
副
会
長
に
選

任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
に
は
伊
勢
市

議
会
と
二
見
町
議
会
で
役
員

改
選
が
あ
り
、
伊
勢
市
は
長

岡
敏
彦
前
議
長
か
ら
森
本
幸

生
新
議
長
に
、
二
見
町
は
濱

口
憲
敏
前
議
長
か
ら
小
野
田

幸
平
新
議
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ

交
代
し
ま
し
た
。

委
託
業
者
の
報
告
や

平
成
15
年
度
決
算
を
審
議

第２回
協議会

４市町村での合併協議が
本格的にスタート

新会長に加藤光徳伊勢市長が就任新会長に加藤光徳伊勢市長が就任
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｢

平
成
15
年
度
任
意
合
併

協
議
会
決
算｣

と
「
分
権
シ

ス
テ
ム
研
究
会
の
調
査
結

果
」、｢

委
託
業
者
選
定
結
果
」

の
３
件
を
報
告
し
ま
し
た
。

■
平
成
15
年
度
任
意
合
併
協

議
会
決
算

「
会
議
の
開
催
」
や
「
調
査

研
究
事
業
」、「
啓
発
事
業
」

な
ど
、
平
成
15
年
度
に
取
り

組
ん
だ
事
業
と
決
算
の
報
告

で
す
。
決
算
は
、
収
入
総
額

１
千
40
万
６
千
４
百
24
円
で
、

そ
の
内
訳
は
、
平
成
14
年
度

か
ら
の
繰
越
金
が
４
百
13
万

９
千
３
百
91
円
、
県
補
助
金

２
百
58
万
７
千
円
、
預
金
利

子
33
円
で
す
。
生
じ
た
不
足

額
３
百
68
万
円
は
、
均
等
割

30
％
、
人
口
割
70
％
の
割
合

で
４
市
町
村
が
負
担
し
ま
し

た
。
対
す
る
支
出
総
額
は
１

千
25
万
４
千
３
百
58
円
で
、

そ
の
内
訳
は
、
旅
費
が
26
万

９
千
９
百
円
、
消
耗
品
や
公

用
車
の
燃
料
代
、
協
議
会
だ

よ
り
の
印
刷
費
等
の
需
用
費

が
４
百
51
万
３
千
９
百
77
円
、

郵
送
料
や
電
話
代
等
の
役
務

費
が
百
43
万
４
千
21
円
、
事

務
所
や
事
務
機
器
、
会
議
室

等
の
使
用
料
・
賃
借
料
は
２

百
43
万
１
千
９
百
51
円
、
臨

時
職
員
の
雇
用
負
担
金
が
百

60
万
４
千
５
百
９
円
で
、
収

入
、
支
出
の
差
引
残
額
15
万

２
千
66
円
は
伊
勢
地
区
合
併

協
議
会
予
算
に
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。

■
伊
勢
地
区
分
権
シ
ス
テ
ム

研
究
会
の
調
査
結
果

こ
の
調
査
結
果
は
、
任
意

合
併
協
議
会
事
務
局
の
職
員

が
独
自
に
研
究
を
し
、
報
告

書
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
も

の
で
、
今
後
、
新
市
建
設
計

画
の
検
討
の
際
の
参
考
資
料

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

構
成
は
「
調
査
の
趣
旨
」、

「
分
権
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
」、

「
分
権
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
事

例
」、「
導
入
に
向
け
て
」
の

４
章
立
て
と
な
っ
て
い
ま
す
。

分
権
型
社
会
の
構
築
に
向
け

て
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
新
市
の
自
治
に
関
す

る
基
本
的
な
条
例
を
検
討
し
、

合
併
後
、
概
ね
５
年
か
ら
10

年
の
間
に
分
権
シ
ス
テ
ム
の

定
着
を
図
る
こ
と
な
ど
が
記

述
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
委
託
業
者
選
定
委
員
会
の

設
置
及
び
委
託
業
者
選
定

結
果

協
議
会
が
発
注
す
る
概
ね

50
万
円
以
上
の
委
託
業
務
は
、

選
定
委
員
会
設
置
要
綱
に
基

づ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

回
、
次
の
３
件
の
業
者
選
定

を
行
い
ま
し
た
。


新
市
建
設
計
画
作
成
支
援

業
務
…
こ
れ
は
、
新
市
建
設

計
画
の
作
成
に
際
し
、
小
委

員
会
の
運
営
補
助
や
計
画
書

の
印
刷
、
住
民
説
明
会
用
の

概
要
版
の
作
成
と
い
っ
た
支

援
業
務
を
委
託
す
る
も
の
で
、

５
社
を
指
名
し
て
提
案
コ
ン

ペ
方
式
で
募
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
４
社
か
ら
企
画

提
案
が
あ
り
、
業
者
選
定
委

員
会
で
の
選
考
の
結
果
、
株

式
会
社
日
本
開
発
研
究
所
三

重
と
３
百
88
万
５
千
円
で
契

約
し
ま
し
た
。


新
市
例
規
整
備
支
援
業
務

…
こ
れ
は
、
合
併
に
伴
っ
て

新
た
に
約
１
千
の
条
例
・
規

則
等
の
作
成
が
必
要
と
な
り
、

そ
の
整
備
支
援
を
委
託
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
業
務
も
提

案
コ
ン
ペ
方
式
で
業
者
を
決

め
る
こ
と
と
し
て
２
社
を
指

名
し
、
選
考
の
結
果
、
１
万

５
百
円
で
株
式
会
社
ぎ
ょ
う

せ
い
と
契
約
し
ま
し
た
。


電
算
シ
ス
テ
ム
統
合
化
調

整
業
務
…
こ
れ
は
、
電
算
シ

ス
テ
ム
の
統
合
化
に
向
け
た

方
針
の
作
成
な
ど
、
４
市
町

村
の
電
算
シ
ス
テ
ム
の
基
礎

的
な
調
査
を
行
う
も
の
で
す
。

電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
は
、

市
町
村
合
併
で
最
も
範
囲
が

広
く
複
雑
で
、
時
間
の
か
か

る
業
務
で
す
。
現
在
、
４
市

町
村
の
住
民
情
報
な
ど
の
基

幹
的
な
電
算
シ
ス
テ
ム
は
、

株
式
会
社
松
阪
電
子
計
算
セ

ン
タ
ー
の
も
の
を
利
用
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
合
併
に
伴

う
電
算
統
合
化
ま
で
の
期
間

短
縮
を
図
る
た
め
、
同
社
に

委
託
す
る
こ
と
で
業
者
選
定

委
員
会
の
了
承
を
得
て
、
８

百
29
万
５
千
円
で
契
約
し
ま

し
た
。

承認

報
告
事
項

承認

承認


傍
聴
席
が
満
員
の
第
2
回

　

協
議
会
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審
議
事
項

■
平
成
15
年
度
伊
勢
地
区
合

併
協
議
会
決
算
認
定

こ
れ
は
３
月
１
日
に
設
立

し
た
伊
勢
地
区
合
併
協
議
会

の
３
月
分
の
決
算
の
審
議
で
、

歳
入
総
額
14
万
４
千
円
、
歳

出
総
額
11
万
９
千
９
百
25
円
、

差
し
引
き
２
万
４
千
75
円
を

平
成
16
年
度
へ
繰
り
越
す
も

の
で
す
。
歳
入
の
14
万
４
千

円
は
市
町
村
負
担
金
で
、
均

等
割
30
％
と
人
口
割
70
％
の

率
で
４
市
町
村
が
負
担
（
伊

勢
市
８
万
６
千
円
、
二
見
町

１
万
７
千
円
、
小
俣
町
２
万

４
千
円
、
御
薗
村
１
万
７
千

円
）。
対
す
る
歳
出
は
、
会
議

費
が
８
万
３
千
４
百
40
円
、

事
務
局
費
が
３
万
６
千
４
百

85
円
で
し
た
。
会
議
費
は
委

員
報
酬
や
会
場
使
用
料
な
ど

第
１
回
協
議
会
の
開
催
経
費
、

事
務
局
費
は
協
議
会
の
看
板

や
会
長
・
事
務
局
長
の
印
、

受
付
印
の
購
入
代
で
す
。
な

お
、
繰
越
金
２
万
４
千
75
円

は
、
任
意
合
併
協
議
会
か
ら

の
引
継
金
15
万
２
千
66
円
と

と
も
に
、
補
正
予
算
措
置
を

し
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
５
月

10
日
に
監
査
を
受
け
、
そ
の

結
果
、
小
俣
町
の
前
田
監
査

委
員
か
ら
「
適
正
に
運
用
さ

れ
て
い
る
」
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

承認

提
案
事
項

▲5月27日に「いせトピア」で開催した第2回協議会

今
回
は
、「
議
会
議
員
の
定

数
及
び
任
期
」や「
地
方
税
」、

「
一
般
職
の
職
員
の
身
分
」、

「
特
別
職
の
職
員
の
身
分
」、

「
事
務
組
織
及
び
機
構
」
な

ど
、９
件
を
提
案
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
「
提
案
事
項
」
は
、

そ
の
場
で
は
決
定
せ
ず
、
各

市
町
村
に
持
ち
帰
っ
て
協
議
・

検
討
し
た
後
、
次
々
回
（
６

月
24
日
）
の
協
議
会
で
「
協

議
事
項
」
と
し
て
協
議
し
、

決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
合
併
の
方
式
」や「
期
日
」、

「
新
市
の
名
称
」な
ど
を
協
議

第３回
協議会

６
月
10
日
に
は
第
３
回
協

議
会
を
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
し
ま
し
た
。「
合
併

の
方
式
」
や
「
合
併
の
期
日
」

な
ど
、
合
併
協
定
項
目
の
本

格
的
な
協
議
も
始
ま
り
、
各

委
員
か
ら
様
々
な
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、次
々

回
で
協
議
す
る
５
件
の
提
案

も
行
い
ま
し
た
。

協
議
事
項

「
合
併
の
方
式
」、「
合
併

の
期
日
」、「
新
市
の
名
称
」、

「
新
市
の
事
務
所
の
位
置
」

の
４
件
は
、
３
月
25
日
の
第

１
回
協
議
会
で
提
案
し
、
こ

れ
ま
で
の
間
、
各
市
町
村
議

会
等
で
そ
の
内
容
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

協
議
の
結
果
、「
合
併
の
方

式
」
と
「
合
併
の
期
日
」、「
新

市
の
名
称
」
は
原
案
通
り
確

認
し
ま
し
た
が
、「
新
市
の

事
務
所
の
位
置
」
は
事
務
局

に
差
し
戻
し
と
な
り
ま
し
た
。

■
合
併
の
方
式

「
合
併
の
方
式
」
に
は
「
新

設
合
併
」
と
「
編
入
合
併
」

の
２
つ
の
形
態
が
あ
り
、
ど

ち
ら
の
方
式
を
選
択
す
る
か

は
、
今
後
、
合
併
協
議
を
進

め
て
い
く
上
で
非
常
に
重
要

に
な
り
ま
す
。「
新
設
合
併
」

は
、
二
つ
以
上
の
市
町
村
を

廃
止
し
、
そ
の
区
域
に
新
た

に
一
つ
の
市
町
村
を
置
く
こ

と
で
、「
対
等
合
併
」
と
も
言

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
編
入
合

併
」
は
、
一
つ
以
上
の
市
町

村
を
廃
止
し
て
、
そ
の
区
域

を
他
の
市
町
村
の
区
域
に
編

入
す
る
こ
と
で
、「
吸
収
合

併
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
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協
議
の
結
果
、「
合
併
の

方
式
」
は
、
伊
勢
市
、
二
見

町
、
小
俣
町
、
御
薗
村
を
廃

止
し
、
そ
の
区
域
で
新
し
い

市
を
設
置
す
る
「
新
設
（
対

等
）
合
併
」
と
し
ま
す
。

■
合
併
の
期
日

５
月
26
日
に
合
併
特
例
法

の
一
部
改
正
法
が
公
布
さ
れ
、

財
政
支
援
措
置
等
を
定
め
る

経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
る

た
め
に
は
、
平
成
17
年
３
月

31
日
ま
で
に
市
町
村
議
会

の
議
決
を
経
て
、
県
知
事
へ

合
併
の
申
請
を
行
い
、
平
成

18
年
３
月
31
日
ま
で
に
合
併

す
れ
ば
よ
い
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、「
合
併
の
期

日
」
は
、
様
々
な
手
続
き
や

住
民
の
合
意
形
成
に
要
す
る

時
間
、
協
議
会
の
進
捗

ち
ょ
く

状
況

等
を
総
合
的
に
判
断
し
、
決

定
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。そ

こ
で
、
基
本
的
に
は
、

合
併
特
例
法
の
優
遇
措
置
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
期
限
内
で
の
合
併
を
目
指

し
、
遅
く
と
も
平
成
17
年
３

月
31
日
ま
で
に
議
決
を
得
て
、

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に

合
併
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
具
体
的
な
期
日
は
、

改
め
て
協
議
会
で
協
議
し
、

決
定
し
ま
す
。

■
新
市
の
名
称

「
新
設
合
併
」
の
場
合
、
市

町
村
の
法
人
格
が
消
滅
す
る

た
め
、「
新
市
の
名
称
」
の
協

議
が
必
要
で
す
。提
案
は
、「
協

議
会
で
協
議
し
て
決
定
す
る
」

こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

委
員
か
ら
「
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
実
施
に
つ
い
て
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、「
新
市
の
名
称
」は
、

住
民
に
公
募
し
、応
募
の
あ
っ

た
中
か
ら
候
補
作
品
を
数
点

選
定
し
た
上
で
、
協
議
会
で

決
定
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

■
新
市
の
事
務
所
の
位
置

「
新
設
合
併
」
の
場
合
は
、

新
た
に
新
市
の
事
務
所
の
位

置
を
決
め
る
必
要
が
あ
り
、

地
方
自
治
法
に
も
「
事
務
所

の
位
置
を
決
め
る
場
合
に
は
、

住
民
の
利
用
に
と
っ
て
最
も

便
利
で
あ
る
よ
う
に
、
ま
た

交
通
事
情
、
官
公
署
と
の
関

係
等
に
適
当
な
考
慮
を
払
い
、

条
例
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。調

整
案
は
、「
新
市
の
事

務
所
の
位
置
は
、
現
伊
勢
市

役
所
と
す
る
。
二
見
町
、
小

俣
町
、
御
薗
村
の
現
庁
舎
に

つ
い
て
は
、
地
域
振
興
機
能

を
有
す
る
総
合
支
所
と
し
て

活
用
し
、
一
部
、
分
庁
方
式

と
す
る
【
表
１
】」
こ
と
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
協
議
の
結

果
、
行
財
政
改
革
を
進
め
、

合
併
後
の
行
政
組
織
の
ス
リ

ム
化
を
図
っ
て
い
く
上
で
、

一
部
に
「
分
庁
方
式
」
を
採

用
す
る
こ
と
が
適
切
か
ど
う

か
を
再
度
、
助
役
会
・
幹
事

会
で
検
討
し
、
そ
れ
を
基
に

で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
再

協
議
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

提
案
事
項

今
回
は
、「
公
共
的
団
体

等
の
取
扱
い
」
と
「
町
、
字
の

区
域
及
び
名
称
の
取
扱
い
」、

「
人
権
政
策
事
業
」、「
商
工
・

観
光
関
係
事
業
」、「
そ
の
他

事
業
」
の
５
件
を
提
案
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
、
各
市
町

村
で
協
議
・
検
討
さ
れ
、
７

月
８
日
の
第
５
回
協
議
会
で

改
め
て
協
議
し
ま
す
。

確認

確認

確認

差戻し

▼【表１】庁舎の利用方式

方　式 概　　　要 メリット デメリット

本庁方式

現在の市町村の組織機構・
機能を１ヵ所の庁舎に集約

する方式

残りの庁舎は、窓口的な機
能しか持たない支所又は出

張所とする

マンパワーが活
用でき、事務の

効率化が図れる

住民に与える新
市誕生の印象は

強い

既存施設で対応できない場合、
新庁舎建設のなど、多大な費

用が必要となる

周辺地域への応急サービスが
遅滞する恐れがある

分庁方式

現在の市町村の組織機構・
機能を業務部門により複数

の庁舎に振り分ける方式

【例】教育・商工部門⇒Ａ市

　　　総務・建設部門⇒Ｂ町

　　　福祉・農林部門⇒Ｃ村

既存施設の利用
のため建設費用

は少なくて済む

（改装費程度）

業務部門ごとに窓口が分散す
るため、住民にとって不便

管理上、非効率的である

総合支所

方式

管理部門や事務局部門を除
き、現在の市町村の庁舎に

おける組織機構・機能をそ

のまま残す方式

住民や職員にとっ
て最も現状に近

く、サービスが容

易に提供でき、違

和感がない

職員数が現行程度必要で、合
併による事務効率化が図りに

くい

新市の一体感が醸成され難い
住民への新市誕生の印象が弱い
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「
議
員
の
定
数
・
任
期
」や

「
職
員
の
身
分
」な
ど
を
協
議

第４回
協議会

６
月
24
日
、
第
４
回
協
議

会
を
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
で

開
催
し
ま
し
た
。「
合
併
関

連
三
法
」
の
概
要
説
明
に
続

い
て
、
継
続
協
議
の
「
新
市

の
事
務
所
の
位
置
」
と
第
２

回
協
議
会
で
提
案
し
た
「
議

会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
」、

「
地
方
税
」、「
一
般
職
の
職

員
の
身
分
」、「
特
別
職
の
職

員
の
身
分
」
な
ど
の
９
項
目

を
新
た
に
協
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
報
告
事
項
３
件
と
５

件
の
提
案
も
行
い
ま
し
た
。

■
「
合
併
関
連
三
法
」
の
概

要
説
明

前
回
の
第
３
回
協
議
会
で

説
明
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
、「
合
併
関
連
三

法
」
と
は
「
市
町
村
の
合
併

の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」、

「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」、「
地
方
自
治
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

を
言
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
平

成
16
年
３
月
９
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
、
５
月
19
日
に
は

参
議
院
で
可
決
・
成
立
、
５

月
26
日
に
公
布
さ
れ
て
い
ま

す
。


市
町
村
の
合
併
の
特
例
等

に
関
す
る
法
律
…
こ
れ
は
、

従
来
の
「
合
併
特
例
法
」
が

平
成
17
年
３
月
31
日
で
失
効

す
る
こ
と
か
ら
新
た
に
制
定

さ
れ
た
法
律
で
、「
合
併
新

法
」
と
も
呼
ば
れ
、「
合
併
特

例
区
制
度
等
の
創
設
」、「
障

害
除
去
の
た
め
の
特
例
措
置
」、

「
合
併
推
進
の
た
め
の
方
策
」

が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
合
併
特
例
区
」
は
、
合
併

に
際
し
、
旧
市
町
村
単
位
に

一
定
期
間
（
５
年
以
内
）
設

置
で
き
る
も
の
で
、
法
人
格

を
持
ち
、
公
共
施
設
の
管
理

や
地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
、
地
域
の
財
産
管
理
な

ど
の
事
務
処
理
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、「
障
害
除

去
の
た
め
の
特
例
措
置
」
と

し
て
、
普
通
交
付
税
を
５
年

間
補
償
す
る
「
合
併
算
定
替
」

や「
地
方
税
の
不
均
一
課
税
」、

「
議
員
の
特
例
制
度
」、「
職

員
の
身
分
保
障
」
な
ど
が
継

続
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、「
市

町
村
合
併
推
進
の
た
め
の
方

策
」
と
し
て
、
合
併
推
進
の

必
要
な
市
町
村
を
対
象
に
、

県
知
事
に
よ
る
合
併
協
議
の

斡
旋
・
調
停
、
合
併
協
議
会

設
置
勧
告
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
こ
の
「
合
併
新
法
」
は
、

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
５

年
間
の
限
時
法
で
す
。


市
町
村
の
合
併
の
特
例
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
…
一
般
的
に
「
合

併
特
例
法
」
と
呼
ば
れ
る
こ

の
法
律
は
、
平
成
17
年
３
月

31
日
で
失
効
し
ま
す
。
し
か

し
、
経
過
措
置
に
よ
り
、
平

成
17
年
３
月
31
日
ま
で
に
各

市
町
村
議
会
の
議
決
を
経
て
、

知
事
に
合
併
申
請
を
し
、
平

成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
合

併
を
す
れ
ば
、
現
行
「
合
併

特
例
法
」
の
優
遇
制
度
の
適

用
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。


地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
…
「
地
域
自
治

区
の
創
設
」
や
「
収
入
役
制

度
の
改
正
」、「
議
会
の
定
例

会
の
招
集
回
数
の
自
由
化
」

な
ど
の
内
容
で
、「
地
方
自

治
法
」
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
住
民
自

治
の
強
化
な
ど
を
目
的
に
、

法
人
格
を
持
た
な
い
「
地
域

自
治
区
」
を
設
置
し
、
住
民

の
意
見
を
反
映
し
な
が
ら
市

町
村
の
事
務
を
分
掌
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
、

市
町
村
が
都
道
府
県
の
事
務

の
一
部
を
処
理
す
る
た
め
に

は
、
都
道
府
県
が
事
務
処
理

の
特
例
条
例
を
定
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
の

改
正
に
よ
り
、
そ
の
条
例
の

制
定
を
市
町
村
か
ら
要
請
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
現
在
、
町
村
に
つ

い
て
の
み
、
収
入
役
を
置
か

な
い
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て

い
る
も
の
が
、
10
万
人
未
満

程
度
の
政
令
で
定
め
る
市
に

ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
更

に
、
市
町
村
議
会
の
定
例
会

は
年
４
回
以
内
の
条
例
で
定

め
る
回
数
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
招
集
回
数
の
上
限

が
撤
廃
さ
れ
、
定
例
会
の
開

催
回
数
は
各
地
方
公
共
団
体

の
条
例
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。


6
月
10
日
の
第
3
回
協
議
会
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▼【表２】三重県下の市の議長等の報酬額
（平成16年１月１日現在・人口はH12年国勢調査）単位：人・円

市　名 人　口 議　長 副議長 議　員

津 市 163,246 670,000 610,000 550,000

四日市市 291,105 707,000 644,000 603,000

松 阪 市 123,727 570,000 509,000 450,000

桑 名 市 108,378 590,000 510,000 460,000

上 野 市 61,493 530,000 467,000 423,000

鈴 鹿 市 186,151 620,000 545,000 490,000

名 張 市 83,291 583,000 502,000 460,000

尾 鷲 市 23,683 425,000 353,000 321,000

亀 山 市 39,334 495,000 420,000 390,000

鳥 羽 市 24,945 445,000 377,000 337,000

熊 野 市 20,898 440,000 370,000 340,000

久 居 市 41,063 510,000 435,000 400,000

新 市 136,173

伊 勢 市 100,145 567,000 509,000 451,000

二 見 町 8,978 290,000 220,000 200,000

小 俣 町 18,125 290,000 222,000 200,000

御 薗 村 8,925 270,000 205,000 185,000

第
２
回
協
議
会
で
提
案
し

た
「
議
員
定
数
と
任
期
」
や

「
地
方
税
」「
職
員
の
身
分
」、

「
特
別
職
の
身
分
」
な
ど
10
件

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

新
市
に
と
っ
て
重
要
な
問
題

協
議
事
項

を
多
く
含
み
、「
新
市
の

事
務
所
の
位
置
」
と
「
議

員
定
数
と
任
期
」
は
継

続
協
議
に
、「
職
員
の

身
分
」
は
事
務
局
へ
差

し
戻
し
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
は
原
案

通
り
確
認
し
ま
し
た
。

■
新
市
の
事
務
所
の
位

置
（
再
提
案
）

こ
れ
は
、
第
３
回
協

議
会
で
差
し
戻
し
と

な
っ
た
た
め
、
改
め
て

提
案
し
た
も
の
で
す
。

協
議
会
で
出
た
意
見
を

踏
ま
え
、
そ
の
後
、
助

役
会
・
幹
事
会
で
再
度

調
整
を
し
、「
新
市
の
事

務
所
の
位
置
は
現
伊
勢

市
役
所
と
し
、
二
見
町
、

小
俣
町
、
御
薗
村
の
現

庁
舎
は
現
行
の
サ
ー
ビ

ス
水
準
を
低
下
さ
せ
な

い
よ
う
、
当
分
の
間
、

地
域
振
興
機
能
を
持
つ
総
合

支
所
と
し
て
活
用
し
、
新
市

の
行
財
政
改
革
の
進
捗ち

ょ
く

に
合

わ
せ
て
随
時
見
直
し
を
行

う
」
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
提
案
は
、
各
市
町
村

で
検
討
の
う
え
次
回
協
議
会

で
協
議
す
る
こ
と
と
し
て
、

継
続
協
議
に
な
り
ま
し
た
。

■
議
会
の
議
員
の
定
数
及
び

任
期

新
設
合
併
の
場
合
、
議
会

の
議
員
は
合
併
市
町
村
の
廃

止
と
同
時
に
失
職
し
ま
す

が
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例

に
関
す
る
法
律
第
６
条
（
定

数
特
例
）
及
び
第
７
条
（
在

任
特
例
）
の
特
例
措
置
を
適

用
す
る
か
ど
う
か
、
報
酬
の

額
も
含
め
、
協
議
会
で
決
定

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

【
表
２
】。
し
か
し
、
協
議
の

結
果
、
も
う
一
度
各
議
会
の

意
見
を
確
認
し
、
次
回
、
協

議
会
で
再
協
議
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 継続

■
地
方
税
の
取
扱
い

「
地
方
税
」
で
は
、
こ
れ

ま
で
「
市
町
村
民
税
」
の
個

人
均
等
割
が
大
き
な
調
整
課

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

地
方
税
法
の
改
正
で
今
年
４

月
１
日
か
ら
４
市
町
村
と
も

同
額
に
な
り
、
調
整
の
必
要

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
都
市
計
画
税
」
は
、
合
併

後
も
５
年
間
現
行
の
通
り
と

し
、
そ
の
間
、
都
市
計
画
事

業
の
見
直
し
と
、
受
益
と
負

担
の
適
正
を
図
り
、
新
市
の

一
体
化
に
向
け
て
整
理
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、「
伊
勢
法
人

会
支
部
事
業
助
成
」
と
「
伊

勢
青
色
申
告
会
支
部
助
成
」

は
、
合
併
時
に
廃
止
す
る
方

向
で
調
整
。「
各
種
証
明
手

数
料
」
は
、
評
価
証
明
と
公

課
証
明
は
二
見
町
に
合
わ
せ
、

そ
の
ほ
か
は
現
行
通
り
と
し

ま
す
【
表
３
】。
ま
た
、「
伊

勢
志
摩
市
町
村
税
等
滞
納
整

理
組
合
」
は
、
合
併
時
に
脱

会
の
方
向
で
調
整
し
、「
三
重

地
方
税
管
理
回
収
機
構
」
は
、

合
併
後
も
新
市
と
し
て
加
入

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

確認

▼【表３】納税証明手数料
手数料区分 伊勢市 二見町 小俣町 御薗村
所得証明 200円 伊勢市と同じ 伊勢市と同じ 伊勢市と同じ
納税証明 200円 伊勢市と同じ 伊勢市と同じ 伊勢市と同じ
課税証明 200円 伊勢市と同じ 伊勢市と同じ 伊勢市と同じ

（固定資産）
評価証明

土地５筆まで、建物３棟まで
200円

１筆または１棟増えるごと
20円加算

土地・建物７件まで
200円

追加７件までごと
200円加算

土地７件まで
200円

建物７件まで
200円

追加7件ごとまで
200円加算

土地・建物５件まで
200円

追加５件までごと
200円

（公租）
公課証明

土地５筆まで、建物３棟まで
200円

１筆または１棟増えるごと
20円加算

土地・建物７件まで
200円

追加７件までごと
200円加算

土地７件まで
200円

建物７件まで
200円

追加７件ごとまで
200円加算

土地・建物５件まで
200円

追加５件までごと
200円

事業（営業）証明 200 円 伊勢市と同じ 伊勢市と同じ 伊勢市と同じ
租税（住宅用家屋）証明 1,300 円 伊勢市と同じ 伊勢市と同じ 伊勢市と同じ

継続



－ 8 －－ 9 －

■
一
般
職
の
職
員
の
身
分
の

取
扱
い

本
来
、
一
般
職
の
職
員
は
、

市
町
村
の
法
人
格
の
消
滅
と

同
時
に
失
職
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、「
合
併
特
例
法
」

の
規
定
に
よ
り
、
す
べ
て
新

市
の
職
員
と
し
て
引
き
継
ぎ

ま
す
。
た
だ
し
、
合
併
の
趣

旨
に
照
ら
し
た
職
員
数
の
問

題
、
４
市
町
村
間
で
の
処
遇
、

給
与
格
差
な
ど
、
多
く
の
課

題
が
あ
る
た
め
、
任
意
合
併

協
議
会
の
中
の
検
討
委
員
会

が
作
成
し
た
「
庁
舎
・
機
構
等

の
調
整
方
針
」を
尊
重
し
つ
つ
、

今
後
、
調
整
を
進
め
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
職
員
数
は
新
市

で
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定

し
て
定
員
管
理
に
努
め
、職
名
・

職
務
は
合
併
時
に
統
一
し
ま

す
。
給
与
は
現
給
を
保
障
す

る
も
の
の
、
職
員
の
処
遇
、
給

与
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
、

そ
の
基
準
を
統
一
す
る
と
と

も
に
、
給
料
格
差
の
是
正
に

努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
職
員
数
の
問
題

や
市
と
町
村
間
の
労
務
職
の

給
料
表
の
格
差
、
給
与
の
現

給
保
障
な
ど
に
対
す
る
厳
し

い
意
見
が
あ
り
、
再
度
協
議

す
る
と
し
て
、
事
務
局
に
差

し
戻
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た

【
表
４
】【
表
５
】。

■
特
別
職
の
職

員
の
身
分
の

取
扱
い

特
別
職
の
職

員
（
議
員
、
消

防
団
員
を
除
く
）

に
関
し
て
は
、

法
令
の
定
め
に

よ
り
、
そ
の
設

置
、
人
数
、
任

期
、
報
酬
等
を

次
の
通
り
調
整

し
ま
す
。

①
市
長
、
助
役
、

収
入
役
、
教
育

長
、
病
院
事
業

管
理
者
の
任
期

等
は
法
令
の
定

め
に
よ
り
、
給

料
は
伊
勢
市
の

例
に
基
づ
い
て

調
整
し
ま
す
。

②
行
政
委
員
会

は
新
市
に
も
設

置
し
、
委
員
の

報
酬
額
は
現
行

の
業
務
に
照
ら
し
合
わ
せ
て

調
整
し
ま
す
。

③
そ
の
他
の
審
議
会
・
委
員

会
等
の
附
属
機
関
の
う
ち
、

引
き
続
い
て
新
市
で
設
置
す

る
必
要
の
あ
る
も
の
は
、
現

行
の
任
期
や
報
酬
額
を
基
に

調
整
し
、
新
市
に
お
い
て
設

置
し
ま
す
【
表
６
】。

確認

差戻し

▼【表４】４市町村の職員数の現況（平成16年４月１日現在） 単位：人

区　　　分
伊勢市 二見町 小俣町 御薗村

備　考
条例定数 実職員数 条例定数 実職員数 条例定数 実職員数 条例定数 実職員数

市町村長部局の職員 ７４９ ６８８ ８４ ８３ ９３ ８６ ８０ ７５

議会事務局の職員 ９ ８ ２ ２ ２ ２ ３ ２

選挙管理委員会事務局の職員 ４ ４ １ (兼)１ ３ (兼)３ ２ (兼)２

監査委員事務局の職員 ３ ３ １ (兼)１ ２ １ ２ (兼)２

農業委員会事務局の職員 ５ ５ ２ (兼)２ ３ (兼)１ ３ (兼)１

公平委員会事務局の職員 (兼)３ (兼)３ － － － － － －

教育委員会事務局の職員 １６２ １２４ １８ １７ ４０ ２５ ２０ １０ 教育機関含む

地方公営企業会計の職員 ４７６ ４３８ ４ ４ １０ ７ － － 水道・病院

消 防 職 員 １７２ １７２ － － － － － －

合　　　　計 １,５８０ １,４４２ １１２ １０６ １５３ １２１ １１０ ８７

▼【表５】４市町村の職員の初任給等の現況
項　目 伊　勢　市 二　見　町 小　俣　町 御　薗　村

給　料　表
－般職　行９級制
医療職　医４級制

－般職　行８級制
単純労務職　行１級制

－般職　行８級制
単純労務職　行４級制

－般職　行８級制
単純労務職　行１級制

初任給
（行一）

大　卒　177,400円
短大卒　164,000円
高　卒　148,500円

大　卒　170,700円
短大卒　148,500円
高　卒　138,800円

大　卒　177,400円
短大卒　160,200円
高　卒　148,500円

大　卒　160,200円
短大卒　148,500円
高　卒　138,800円

手　当

扶養・調整・管理職・管
理職員特別勤務・通勤・
住居・期末・勤勉・時間
外勤務・休日給・夜間
勤務・宿日直・特殊勤務

扶養・管理職・管理職
員特別勤務・通勤・住居・
期末・勤勉・時間外勤務・
夜間勤務・休日勤務・
宿日直・特殊勤務

扶養・管理職・管理職
員特別勤務・通勤・住居・
期末・勤勉・時間外勤務・
夜間勤務・休日勤務・
宿日直・特殊勤務

扶養・管理職・管理職
員特別勤務・通勤・住居・
期末・勤勉・時間外勤務・
夜間勤務・休日勤務・
宿日直

ラスパイレス
指数

（平成15年度)

１００．６ ９６．２ ９８．２ ９７．２

（注）ラスパイレス指数…国家公務員を基準として地方公務員の－般行政職の平均給与額
を学歴別、経験年数別に比較し、国家公務員の給与を 100 とした場合の地方公務員の
給与水準を示したもの

勧奨退職制度 ４市町村とも制度有（二見町、小俣町、御薗村は三重県市町村職員退職手当組合に加入）
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■
条
例
、
規
則
等
の
取
扱
い

新
設
合
併
の
場
合
、
従
来

の
市
町
村
が
消
滅
し
、
特
別

職
の
身
分
と
同
様
、
４
市
町

村
の
現
在
の
条
例
、
規
則
等

は
全
て
そ
の
効
力
を
失
う
た

め
、
新
市
で
新
た
に
制
定
・

施
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
条
例
、
規
則
等
は
、

新
市
の
事
務
事
業
に
支
障
を

き
た
さ
な
い
よ
う
、
い
ず
れ

か
を
基
本
に
調
整
・
統
一
し

ま
す
。
ま
た
、
合
併
協
議
会

で
協
議
・
確
認
さ
れ
た
各
種

事
務
事
業
等
の
調
整
内
容
に

基
づ
き
、「
合
併
と
同
時
に
市

長
職
務
執
行
者
の
専
決
処
分

か
職
権
に
よ
り
、
即
時
制
定

し
、施
行
す
る
も
の
」
と
「
合

併
後
、
一
定
の
地
域
に
暫
定

的
に
施
行
す
る
も
の
」、「
合

併
後
、
逐
次
制
定
し
、
施
行

す
る
も
の
」
の
三
つ
に
区
分

し
、
整
備
し
ま
す
。

■
事
務
組
織
及
び
機
構
の
取

扱
い

事
務
組
織
・
機
構
は
、
新

市
の
事
務
所
の
位
置
や
現
在

の
庁
舎
の
利
用
方
法
等
と
大

い
に
関
係
す
る
た
め
、
任
意

合
併
協
議
会
で
作
成
し
た

「
庁
舎
・
機
構
等
の
調
整
方

針
」
を
踏
ま
え
、
更
に
総
合

的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
市

の
組
織
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
な
い
よ
う
十
分
に
配

慮
し
、
事
務
組
織
・
機
構
は

今
後
、
専
門
部
会
等
で
「
新

市
に
お
け
る
事
務
組
織
・
機

構
の
整
備
方
針
」
を
作
成

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
整
備

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

■
慣
行
の
取
扱
い

市
章
、
市
民
憲
章
、
市
の

花
、
木
は
、
新
市
に
お
い
て

定
め
、
各
種
の
宣
言
は
新
市

に
お
い
て
調
整
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。
た
だ
し
、
市
章
に

つ
い
て
は
、
新
市
発
足
と
同

時
に
市
章
が
使
え
る
よ
う
、

そ
れ
ま
で
に
検
討
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。

確認

■
消
防
団
の
取
扱
い

消
防
団
は
合
併
時
に
統
合

す
る
も
の
と
し
、
報
酬
は
各

役
職
と
も
交
付
税
措
置
額
の

伊
勢
市
の
例
に
よ
る
こ
と
と

し
ま
す
【
表
７
】。
ま
た
、
出

場
手
当
等
は
「
災
害
」
の
場

合
が
１
回
６
千
円
、「
警
戒
」

と
「
訓
練
」
が
５
千
円
、「
そ

の
他
」
の
場
合
が
４
千
円
と
、

４
区
分
に
整
理
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

確認確認

確認


6
月
24
日
の
第
4
回
協
議
会

▼【表７】団員報酬（年額 ) 単位：円

階　級 伊勢市 二見町 小俣町 御薗村

団　 長 82,000 113,000 115,000 110,000

副 団 長 68,500 81,000 89,000 77,300

分 団 長 50,000 61,000 68,000 58,300

副分団長 45,000 － 53,500 －

部　 長 36,500 ― 42,500 ―

班　 長 36,500 39,000 42,500 41,200

団　 員 35,500 26,000 42,500 25,600

▼【表６】三重県下の市の特別職等の給与・報酬額（人口はH12 国勢調査）
単位：人・円

市　名 人　口 市　長 助　役 収入役 企業管理者 教育長 備　考

津　 市 163,246 1,130,000 870,000 740,000 507,400 740,000

四日市市 291,105 1,126,000 924,000 811,000 688,000 664,500

松 阪 市 123,727 1,013,000 795,000 690,000 486,900 704,000

桑 名 市 108,378 1,040,000 790,000 680,000 654,000 649,000

上 野 市 61,493 996,000 772,000 684,000 491,000 656,000

鈴 鹿 市 186,151 1,070,000 825,000 715,000 613,000 715,000

名 張 市 83,291 1,040,000 793,000 703,000 670,000 680,000

尾 鷲 市 23,683 900,000 712,000 653,000 660,000

亀 山 市 39,334 995,000 745,000 690,000 690,000

鳥 羽 市 24,945 890,000 688,000 615,000 648,000

熊 野 市 20,898 900,000 730,000 655,000 655,000

久 居 市 41,063 1,000,000 750,000 690,000 690,000

新　 市 136,173 1,013,000 785,000 683,000 683,000 683,000

伊 勢 市 100,145 1,013,000 785,000 683,000 Ç683,000 683,000 H16. 1. 1適用

二 見 町 8,978 790,000 600,000 560,000 525,000 H15.12. 1適用

小 俣 町 18,125 790,000 597,000 567,000 532,000 H15.12.1 適用

御 薗 村 8,925 810,000 600,000 570,000 530,000 H 9. 4. 1適用
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報
告
事
項

住
民
生
活
や
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
比
較
的
影
響
の
少
な
い

事
務
事
業
の
項
目
等
は
、
報

告
事
項
と
し
て
一
括
し
て
協

議
会
に
報
告
し
、
承
認
を
得

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、「
地
方
税
の
取
扱
い
」、

「
消
防
団
の
取
扱
い
」、「
電

算
シ
ス
テ
ム
事
業
」
の
３
件

を
報
告
し
ま
し
た
。

■
地
方
税
の
取
扱
い
の
調
整

内
容

個
人
市
町
村
民
税
の
均
等

割
と
所
得
割
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
税
、

特
別
土
地
保
有
税
、
入
湯
税

の
各
税
率
は
、
い
ず
れ
も
法

律
で
定
め
ら
れ
た
標
準
税
率

を
用
い
て
い
る
た
め
、
現
行

の
通
り
と
し
ま
す
。
ま
た
、

納
期
は
、
住
民
の
利
便
性
を

考
慮
し
つ
つ
統
一
し
ま
す
。

納
付
書
等
の
発
送
業
務
は
、

地
区
担
任
事
務
員
、
地
区
連

絡
員
を
通
じ
て
配
付
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

す
べ
て
郵
送
の
方
向
で
調
整

し
ま
す
。
申
告
受
付
業
務
は
、

従
来
通
り
各
施
設
で
対
応
し

ま
す
。

■
消
防
団
の
取
扱
い
の
調
整

内
容

調
整
方
針
の
主
な
も
の
と

し
て
、
４
市
町
村
で
若
干
の

差
異
の
あ
る
「
消
防
団
員
の

家
族
報
奨
金
」
は
伊
勢
市
の

例
に
よ
り
調
整
し
、
伊
勢
市
の

み
で
実
施
し
て
い
る
「
消
防

団
員
の
健
康
診
断
」
は
廃
止

の
方
向
で
調
整
し
ま
す
。「
団

■
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業

現
在
、
各
市
町
村
で
稼
動

中
の
電
算
シ
ス
テ
ム
は
百
31

あ
り
、
住
民
生
活
に
直
接
影

響
す
る
も
の
も
多
く
含
ま
れ

ま
す
。
各
業
務
シ
ス
テ
ム
の

統
一
に
当
た
っ
て
は
、
安
定

し
た
運
用
を
第
一
に
、
４
市

町
村
の
い
ず
れ
か
で
導
入
し

て
い
る
シ
ス
テ
ム
に
合
わ
せ

る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

ま
た
、
住
民
情
報
、
財
務
会

計
、
文
書
管
理
、
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
各
シ
ス
テ
ム
は
、
伊
勢
市

の
現
有
シ
ス
テ
ム
に
統
一
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

確認

承認

協
議
会
で
は
、
市
町
村
合

併
に
関
す
る
皆
さ
ん
の
意
見
・

提
案
・
感
想
な
ど
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

い
た
だ
い
た
意
見
や
提
案

な
ど
は
、
現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
お
便
り
コ
ー
ナ
ー
」

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
回
、

そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

＊　

＊　

＊　

＊

◇
市
町
村
合
併
を
も
っ
と
早

く
と
望
ん
で
い
た
一
人
で
す
。

火
の
消
え
た
よ
う
な
伊
勢
市

駅
界
隈
を
夕
方
通
り
、
不
安

を
感
じ
ま
し
た
。
怖
い
思
い

を
し
ま
し
た
。
伊
勢
市
駅
は
、

今
ま
で
伊
勢
の
窓
口
、
伊
勢

の
顔
だ
っ
た
の
に
と
思
い
な

が
ら
、
し
ば
ら
く
立
ち
止
ま

り
四
方
を
見
な
が
ら
つ
い
つ

い
以
前
を
思
い
出
し
、
寂
し

く
、
良
き
活
性
化
を
願
い
ま

し
た
。
一
日
も
早
く
伊
勢
市
、

二
見
町
、
小
俣
町
、
御
薗
村

の
方
々
と
共
に
力
を
合
わ
せ

て
、
自
分
の
村
も
、
私
の
町

も
と
一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か

り
と
手
と
手
を
合
わ
せ
、し
っ

か
り
し
っ
か
り
結
び
、
一
つ

に
な
っ
て
活
性
化
を
願
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ぜ
ひ
合
併
を
。（
伊

勢
市
／
女
性
／
70
歳
以
上
）

◇
議
員
在
任
特
例
期
間
を
６

か
月
以
内
と
し
、
報
酬
の
優

遇
特
例
を
認
め
な
い
よ
う
に

す
る
。
在
任
特
例
期
間
（
６

か
月
以
内
）
の
早
い
時
期
に

議
員
選
挙
を
実
施
す
る
。
住

民
不
在
の
優
遇
特
例
が
定
め

ら
れ
た
場
合
に
は
、
住
民
運

動
（
署
名
等
）
を
実
施
し
た

い
。
合
併
賛
否
の
住
民
投
票

を
実
施
し
て
ほ
し
い
。（
二

見
町
／
男
性
／
60
代
）

◇
い
つ
ま
で
も
自
分
達
の
町

だ
け
に
固
執
し
な
い
で
、
広

い
視
野
に
立
っ
て
よ
り
良
い

知
恵
を
出
し
合
い
、
将
来
子

ど
も
や
孫
達
に
誇
れ
る
伊
勢

市
に
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
な

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
叡え

い

智ち

を
出
し
合
い
、
最
終
的
に

は
市
民
の
た
め
に
と
い
う
大

き
な
目
標
を
持
っ
て
真
剣
に

合
併
に
関
す
る
皆
さ
ん
の
声

―

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す―


6
月
24
日
の
第
4
回
協
議
会



－ 10 －－ 11 －

市町村合併について

ご意見をお寄せください

◇該当するところを○で囲んでください。

【住所】　伊勢市・二見町・小俣町・御薗村

その他

【性別】　男　・　女

【年齢】　10代・20代・30代・40代

50代・60代・70歳以上

伊勢地区合併協議会では、市町村合併に関
するご意見やご提案、協議会だよりをご覧
いただいた感想など、皆様からのお便りを
募集しています。
この用紙を点線部分で切り取り、のりで貼
り付けてポストに投函してください（切手
は不要です）。なお、お寄せいただいたご
意見等は、協議会だよりやホームページに
掲載させていただくことがあります。

お願い！……楷書で丁寧にお書きください

ご意見記入欄

●このご意見を公表してよろしいですか。

はい　・　いいえ

の　り　し　ろ

の　

り　

し　

ろ

の　

り　

し　

ろ

た　に　折　り

キ

リ

ト

リ

線

キ

リ

ト

リ

線

員
に
対
す
る
表
彰
」
は
、
主
に

伊
勢
市
の
例
に
よ
り
整
理
・
調

整
し
ま
す
。

■
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
の
調

整
内
容

現
在
、
各
市
町
村
の
財
務

会
計
・
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
・
文

書
管
理・例
規
等
の
「
庁
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
は
、
原
則
的
に
４

市
町
村
の
既
存
の
シ
ス
テ
ム

を
利
用
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

「
光
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
管
理
」
で
は
、
現
在
の
本
庁

と
出
先
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
既
存
の
４
市
町
村
の
庁

舎
間
に
も
広
げ
、
光
ケ
ー
ブ

ル
を
利
用
し
た
Ｌ
Ａ
Ｎ
構
築

を
し
ま
す
。

承認

承認

提
案
事
項

次
々
回
、
第
６
回
協
議
会

で
協
議
予
定
の
「
農
業
委
員

会
の
委
員
の
定
数
及
び
任
期

の
取
扱
い
」、「
交
通
関
係
事

業
」、「
農
林
水
産
関
係
事
業
」、

「
商
工
・
観
光
関
係
事
業
（
そ

の
２
）」、「
上
・
下
水
道
事
業
」

の
５
件
を
提
案
し
ま
し
た
。

取
り
組
ん
で
下
さ
れ
ば
、
市

民
も
納
得
し
て
惜
し
み
な
い

協
力
を
す
る
と
思
い
ま
す
。

（
小
俣
町
／
女
性
／
70
歳
以
上
）

◇
今
回
の
合
併
は
時
代
の
流

れ
で
あ
り
賛
成
す
る
。
た
だ

し
、
市
民
の
た
め
と
い
う
こ

と
を
決
し
て
忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
。
各
市
町
村
の
庁
舎
の

リ
ス
ト
ラ
を
行
い
、
一
部
は

売
却
し
た
り
、
賃
借
に
出
し

た
り
し
て
経
費
削
減
を
行
い
、

ま
た
、
職
員
を
大
胆
に
削
減

し
て
合
理
化
を
し
、
合
併
効

果
を
大
い
に
出
し
て
も
ら
い

た
い
。
職
員
を
減
じ
な
け
れ

ば
、
効
果
の
な
い
事
業
な
ど

を
行
う
か
ら
で
あ
る
。
職
員

が
減
れ
ば
、
そ
う
い
う
余
裕

が
な
く
な
り
、
最
低
限
の
事

業
し
か
し
な
く
な
る
か
ら
で

す
。
議
員
数
も
合
併
と
同
時

に
選
挙
を
行
な
い
、
給
与
に

つ
い
て
は
４
市
町
村
の
加
重

平
均
で
決
め
る
な
ど
、
合
併

特
例
の
既
得
権
を
放
棄
し
て

も
ら
い
た
い
。
あ
く
ま
で
市

民
の
た
め
の
、
後
世
の
た
め

の
合
併
に
こ
だ
わ
っ
て
ほ
し

い
。（
御
薗
村
／
男
性
／
40
代
）
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この「協議会だより」は再生紙100％を使用しています。

各市町村の合併担当窓口

■ 伊勢市市町村合併推進課
 TEL 0596-21-5538　FAX 0596-21-5605
 E-mail　gpk-ise@crocus.ocn.ne.jp

■ 二見町企画課
 TEL 0596-42-1111　FAX 0596-43-3754
 E-mail　info@town.futami.mie.jp

■ 小俣町総務課
 TEL 0596-22-7858　FAX 0596-22-3454
 E-mall　info@town.obata.mie.jp

■ 御薗村企画室
 TEL 0596-22-0235　FAX 0596-28-2404
 E-mail　misono@amigo.ne.jp

協議会を構成している各市町村の合併担当窓口は
次の通りです。

■ 伊勢地区合併協議会
 〒516-O021　伊勢市朝熊町字鴨谷4383-4
 三重県営サンアリーナ内

 TEL 0596-21-1020　FAX 0596-21-1022
 E-mail:ise-gappeikyogi@crocus.ocn.ne.jp
 URL　http://www10.ocn.ne.jp/̃ifom-gpk/

協議会事務局

今後の協議会開催予定
－ どなたでも傍聴できます －

キ

リ

ト

リ

線

や　ま　折　り

返信用封筒の作り方

この部分は、協議会へのご意見送付用封筒と
してご利用いただけます。
図のように切り取ってのりでとめてください。

紙
面

のりでとめて
ください。

市町村合併に
関するご意見を
お寄せください。

料金受取人払
伊勢局承認

23
届出有効期間
平成１７年３月
末日まで　　

5 1 6 8 7 9 0

伊勢市朝熊町字鴨谷4383-4
三重県営サンアリーナ内

伊勢地区合併協議会事務局　行

のりしろ→
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これまでの協議会での協議事項などは、随時、ホー
ムページでより詳しく紹介しています。皆さん、ご
覧ください。

■第7回協議会
平成16年8月12日（木）は中止します

■第7回協議会
平成16年8月26日（木） 13：30～

■第8回協議会
平成16年9月9日（木） 13：30～

■第9回協議会
平成16年9月24日（金） 13：30～

＊会場はすべて「県営サンアリーナ」内の国際
会議場になります。

＊上記の日程などはあくまでも予定です。傍聴
を希望される方は、事前に協議会事務局（
21-1020）で日時・会場などをご確認くだ
さい。


